研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　健康管理Ｇ　栄養　　職　種　　栄養士　　　　氏　名　久保雅子

	期　　間　　平成　18年　7月14日　～　平成　18年　7月14日

	出張目的　栄養ケア・マネジメント研修会参加の為

	出 張 先　八食センター　厨ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


「身体計測について」　　講師　特別養護老人ホーム　長老園　管理栄養士　中村知子

　栄養ケア・マネジメントに於ける身体計測の方法について、栄養アセスメントキット（インサーテープ・アディポメーター）の使い方、正しい計測方法、計測値からの栄養評価の講義の後、グループの2,3人に分かれ、実際に計測をした。私自身、アセスメントキットを見るのも使用するのも初めてだった為とてもよい体験となった。計測する際には、皮下脂肪厚の計測するので利用者様が衣類を脱ぎ着しなければならず、利用者様にとって負担になる事、また栄養士一人では計測出来ないことから、他職種との

連携・協力、栄養ケア・マネジメントの理解を得ることが大切な事であると感じた。

事例紹介　

　「栄養ケア・マネジメント等の実施」　

1 講師　特別養護老人ホーム　瑞光園　管理栄養士　上野律子

2 講師　知的障害者授産施設　やまばと寮　主任管理栄養士　新井田光子

①：実際に使用している栄養スクリーニングを資料に用いて、どのように記入し活用しているかが分かりやすかった。その内容には、低栄養状態のリスクレベル・嗜好・食事内容・摂取ｴﾈﾙｷﾞｰ・補助食品・医師による指示・食事形態の評価・食事相談・関連職による栄養ケア・栄養ケア計画書等様々な利用者様に対する情報が細かく記されて、情報量の多さに驚いた。話の中にもあったが、これだけの情報量を集めるには栄養士だけでは限りがあり、他職種との協力・理解があって初めて実施する事が出来たという。栄養ケア・マネジメントは、「栄養」という言葉は入っているが、栄養士が中心となって他職種とチームを組み、実施していかなければならないと感じた。話の中で、この栄養ケア・マネジメントをする事によって、講師である上野氏自身栄養管理を従来の集団給食の「モノのサービス」から「個別の人へのサービス」へと大きく転換させるものとなったと言う。測定結果が悪いからといっても、利用者様にはベスト体重であることもあり、一概には低栄養状態とは出来ない場面もある。利用者様一人一人の事を良く知ることこそ栄養ケア・マネジメントなのだと感じた。現状、私自身なかなか利用者様を知ると言う事まで出来ていない。課題は山積みであると感じた。

②：障害が軽度で就労を目的とした利用者様ということで、主にBMIから肥満を対象とした指導をしている内容であった。スタッフに利用者様を交えて話し合いをし、同意を得て利用者様に負担がかかり過ぎて途中で投げ出してしまわないようサポートをしながら減量に取り組んでいる経過が、実際の数値を交えて発表され、とても分かりやすかった。

グループワーク（課題：栄養ケア・マネジメントを実施しているところで、現在課題となっている事、

悩んでいる事について）

参加者は予め各班７名程度に分けられており、その中で司会者を決め課題について話し合いをしたが、その中で問題となっている事として挙がったのは、他職種との連携・理解の求め方であった。ある施設では利用者様の栄養状態を考え、もう少し体重を増やしても良いのではないかと提案した時に、介護職からこれ以上重くなると介助しにくい等の発言や、またある施設では濃厚流動食を摂取している利用者様の摂取エネルギーが600ｋｃalと低く、栄養状態も良くない事から、摂取エネルギーを増やそうと提案しているがなかなか受け入れられないなど、栄養部門への理解や介入の低さが感じられた。施設によっては積極的に介入し医師や看護師と連携をとっているという所もあったが、そのような所はまだ少なく、スタッフに理解を求めている段階である所が大半であった。私自身、まだ積極的な働きかけをするところまでいっておらず、もし自分が他施設のような立場であったらどう対処するのかと考えると、答えは見出せないと感じた。時間の都合で話し合いの時間は長くは無かったが、様々な施設の様子を少し垣間見る事が出来良かった。

感想

　研修に参加し、見たことのない・使い方の分からない器具など実際に触って使ってみることが出来良い体験となった。その反面、私自身の知識の無さや勉強不足な面が浮き彫りとなった。この研修を機に

更に興味や関心をもって取り組んでいかなければならないと感じた。講師の方々の話の中にもあったが、

栄養ケア・マネジメントを実施する事によって、自分自身のスキルアップにつながるという事や社会の制度について理解をし、どの加算についても取れるよう勉強が必要であるという事、また利用者様の食習慣を知るという事が更に必要となっているという。私の課題は山積みでまだまだ栄養部門として何かやっているという事は無いように感じられた。少しでも栄養部門として、確立した事が出来るよう様々なことを吸収できるアンテナを持ち、利用者様に良いサービスを提供して行きたいと思う。
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